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前提の共有

これから私たちがどのような稽古場で創作を行っていくのかを話し合

います。全員にとってよい時間にしましょう。講習の際に知った他者

の個人情報、エピソード、属性、考え方などを外部に漏らさないでく

ださい。

ハラスメント対策の研修そのものが大きなストレスとなる可能性があ

ります。休憩を取りながら穏やかな雰囲気の中で進めていきましょう。

この研修で何か気になることが出てきた場合は、できれば「Ｉメッ

セージ」で伝えてみてください。それは「あなたが○○するのはおか

しい」という言い方ではなく、「私は○○と感じた／つらい」という

ように、自分の感覚を主語にした言い方のことです。相手への批判や

断定ではなく、自分の内側の状態を伝えることで、対話は続きやすく

なります。

■話し合いを進める上での参考

他人の発言をさえぎらない

話すときは、だらだらとしゃべらない

話すときに、怒ったり泣いたりしない

わからないことがあったら、すぐに質問する

話を聞くときは、話している人の目を見る

話を聞くときは、他のことをしない

最後まで、きちんと話を聞く

議論が台無しになるようなことを言わない

どんな意見でも、間違いと決めつけない

議論が終わったら、議論の内容の話はしない

参照：北川 達夫著「図解 フィンランド・メソッド入門 」経済界
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研修の目的

★なぜ、このシステムが必要なのか

演劇の創作現場は以下の構造的リスクを避けがたく内包しています。

私たちは個人の善意に頼るのではなく、システムによってこれらのリスクを管理することを目指します。

■物理的・心理的距離の近接性

構造： 身体表現を伴うため、他者との身体接触や、内面（感情・プラ

イバシー）の表出が不可欠であり、公演の持つ祝祭性が気分を高揚させ

る。業務上の連絡先交換が私的に流用されやすい。

リスク： 表現上の必要性と、個人の尊厳の区別が曖昧になりやすく、

無自覚な侵害が起きやすい。

■強い階層構造と権力勾配

構造： 演出家と俳優、主催者とスタッフといった役割には必然的に

「決定権」と「依存関係」が生じる。徒弟制的な風習も根強い。

リスク： 創作上の「指導」や「こだわり」という名目のもとで、優越

的な地位を利用した高圧的な言動や、拒絶を許さない空気（同調圧力）

が作られやすい。

■密室性と閉鎖的なコミュニティ

構造： 稽古場という密室で、目的を共有しつつ長い時間を共に過ごす

「座組」という集団を形成し、時には稽古後も公私の線引きが曖昧なま

ま連絡が続く。

リスク： 集団内の「ノリ」や「ルール」、あるいは「作品の向上」な

どが優先され、社会通念上のマナーや法的感覚が麻痺しやすい。

■評価の不透明性

構造：フリーランスが多いため雇用制度の保護が効きにくく、契約・事

前同意への意識が低い。キャスティングや出番の多さが、しばしば演出

家／プロデューサーの主観や人間関係に影響を受ける。

リスク： 業界の慣習や、「この人に嫌われたら仕事がなくなる」とい

う不安が、不当な要求に対する沈黙や過度な迎合を生みやすい。

3



定義・資料

★パワーハラスメントの定義
労働施策総合推進法の改正に基づき、2019年厚生労働省が作成した資料に拠る

■以下の３つの条件すべてを満たすもの

①優越的な関係を背景としたものであり、

②業務上必要かつ社会通念上相当な範囲を超える言動。

③労働者の心身が害される、又は、就業環境が害される言動。

本人の意図に関わらず言動がハラスメントになる場合があります。

「そんなつもりじゃなかった」という気持ちの問題ではなく、行為

そのものの性質が問われます。「優越的な関係」は必ずしも固定的

なものではなく、たとえば年長者／現場責任者に対してであっても

多数が少数に対して行う場合にはパワーハラスメントが成立するこ

とがあります。

※「パワーハラスメント」という言葉は和製英語であり、英語圏では一般に「モラル

ハラスメント（moral harassment）」や単に「ハラスメント（harassment）」と

いった表現が用いられます。ただし、「パワーハラスメント」はすでに日本の公的文

書や法令において定着した用語であるため、本資料ではこの語を用います。
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■認定の基準

不快感を与えた＝ハラスメントではありません。たしかに被害感情は

重要なもので私たちの座組においてもそれは尊重されます。しかし、

常に不快感や被害感情を訴えた時点をもってハラスメントが確定する

わけではありません。ある事案がハラスメントかどうかは、法的には、

あくまで「平均的な労働者の感じ方」を基準にして判断されます。そ

れを確定させるのは時にプロの法律家にとっても容易ではありません。

現在は主観だけではない一定の法的／社会的な基準が整備されつつあ

りますので、この資料では日本の法体系における客観的な基準につい

て多く紹介していきます。



定義・資料

◆パワーハラスメントの６つの代表的な類型
※これ以外にもパワハラの形は存在します。分類にこだわる必要はありません。
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定義・資料

★セクシュアルハラスメントの定義

職場において行われる性的な言動で、労働者の対応によりその労働条

件につき不利益を受けること、またはその性的な言動により当該労働

者の就業環境が害されること。

■２つの型（対価型／環境型）

上の定義は、２つの型を示しています。

・対価型：性的な言動への対応（拒否や受け入れ）によって、配役・待遇など

の労働条件に不利益を受けるもの。（例：「◯◯してくれたらいい役をつけ

る」）

・環境型：性的な言動によって就業環境そのものが害されるもの。直接自分に

向けられていなくても、性的な冗談やわいせつな話が飛び交う稽古場に身を置

かされること自体が該当し得ます。

※環境型では、直接の当事者でない人も被害者になり得ます。

■性的な言動とは？

① 性的な事実関係をたずねること。

② 性的な冗談やからかい。

③ 個人の性的な体験談を話すこと。

④ 性的な関係の強要、執拗な誘い。

⑤ 身体への不必要な接触・言及、体を執拗にながめまわす。

⑥偏見に満ちた性的役割分担意識（ジェンダー・ロール）に基づく言動。

※「性的な言動」に該当する発言があったとしても、それだけでセクハラが確

定するわけではありません。「当該労働者の就業環境が害され」たかどうかが

争点となります。演劇の現場においては作品創作上必要かつ社会通念上相当な

範囲を逸脱しない限りにおいては、一定程度の性的な言動が許容される場合が

あります。

※その他、SOGI（性的指向・性自認）ハラスメントにまつわる対策も重要な課

題です。詳しくは研修資料のフルバージョンをご参照ください。
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2020年6月施行 改正男女雇用機会均等法に拠る



定義・資料

★エントラップメント型ハラスメント（囲い込み型）

■セクシュアルハラスメントの温床にもなる

この「囲い込み」の構造は、セクシュアルハラスメントや性的強要の

入り口にもなります。役割を口実に二人きり・深夜の状況を作ること

は、対価型セクハラ（「いい役をつけるから」等）と地続きです。だ

からこそ役割の有無にかかわらず、二人きりの回避と第三者共有を徹

底します。

■なぜ見えにくいのか

入り口が「正当な役割」であるため、加害者・被害者・周囲の誰にとっても

「業務の一環」として正当化されやすく、責任感が強い人、断るのが苦手な人

ほど深く囲い込まれてしまいます。役割と引き換えに逃げ場が失われる点で、

環境型セクハラとも地続きです。

■どのように防ぐか

・役割と「深夜業務」「個別面談」は切り離します。

・時間外業務・二人きりの面談は本人同意と第三者への共有を前提とします。

・「しんどくなったら降りていい」と、抜ける権利を最初に保障します。

・特定の参加者に負荷や役割が集中していないか演出・制作・委員をはじめ参

加者全員が気にかけ、定期的に点検します。

・「自分のことは自分で守る」意識も大切です。どんな状況でも抜ける権利が

あることを忘れずにいてください。外部から、あなたが許容できる範囲をいつ

越えたのかを判別することは容易ではありません。相談相手を持つこと、断る

勇気を持つことを忘れずにいてください。
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エントラップメント（entrapment）とは「罠にかける」こと。一見正

当な役割や責任を与えることを入り口に、その人を断れない・抜けら

れない状況へ囲い込んでいくタイプのハラスメントです。

■よくある入り口と展開

・「◯◯係」「制作補佐」などの担当を任せる（ここまでは正当）。

・役割を口実に、深夜までの残業や居残りを常態化させる。

・「打ち合わせ」「面談」と称して二人きりの状況を繰り返し作る。

・「任されたのだから」という責任感を利用し、断りにくくさせる。

個々の行為が「業務」「指導」「信頼の証」に見えるため、本人も周

囲も気づきにくいのが最大の特徴です。



定義・資料

★重要：ハラスメントはなぜ繰り返されるのか

ハラスメントの加害者の多くは、自分が誰かを傷つけているという自覚を持っ

ていませんし、指摘を受け、謝罪を行ったあとでさえ否認を続けます。これは

道徳心の欠如よりも、認知機能が持つ構造的な欠陥によるものです。

■道徳的自己ライセンシング（Moral Licensing）

「自分はこれだけ良いことをしている」という感覚が積み上がると、多少の逸

脱を無意識に自分に許してしまうバイアスです。長年貢献してきたという自負

が強い人ほど、「自分はそんなことをする人間ではない」という否認が強く出

やすい。

■確証バイアス（Confirmation bias）

相手が笑っていた、拒否しなかったという事実だけを拾い上げ、相手が強張っ

ていた、声が小さかったという情報を無意識に無視する。自分の行為が受け入

れられているという仮説を裏付ける自分に有利な情報だけが目に入り続けます。

■権力と共感能力の関係

権力を持つと、他者の感情を読み取る精度が下がりやすいことを示す研究があ

ります。これは人格の問題ではなく、権力という状況が認知に与える影響です。

演出家が長期間、絶対的な決定権を持ち続けることで、意図せず他者の苦痛へ

の感度が鈍化していく可能性があります。
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■行動のエスカレーション

最初は小さな逸脱です。ほんの少し強い言葉、ほんの少し長い叱責。それが咎

められず、あるいは成果に繋がったように見えると次のハードルが少し下がり

ます。一度ある行動を取った人はそれと一貫した行動を取り続けようとする傾

向（コミットメントと一貫性の原理）があり、「これぐらいは自分のスタイル

だ」という自己定義が形成されると修正が非常に困難になります。

特定の「悪人」がハラスメントをするのではありません。あなたも私も、これ

から加害者になり得るのです。だからこそ、本資料の「ハラスメントを悪魔化

しない」という原則が重要になります。直感的には「自分が正しい」と思える

時でも、「バイアスがかかっているかもしれない」と自己検証することが大切

です。 「相手は本当に同意しているのか？」「自分に都合よく解釈していな

いか？」「悪いバイアスに陥っていないか？」と自分自身に、あるいは相手に

対して問いかけを続け、立ち止まる契機を意図的に増やしましょう。必要に応

じて第三者に相談をしてください。指摘を受けた際には否認に走らず、素直に

謝罪することや、冷静に事実の検証を始める強さを持ってください。

※稽古場に限定して言えば、経験上、もっとも即効性があるハラスメント対策はシン

プルに「休憩」です。



私たちの方針

★座組とはなにか？

私たちの関わる公演活動では、ベテラン・新人が入り混じった出演

者・スタッフ、多様なバックボーンを持ったアーティストが集い、公

演ごとに座組を形成します。座組とは明確な目的を持った芸術家の集

団であって、その目的は、

すばらしい作品を作って、お客さんを感動させる

ことです。座組においてはこの目標を達成するためにすべてが存在し

ます。ハラスメント対策もその一部です。

その前提に立ってまず、ハラスメント防止のために私たちが重要だと

考えている事項をまとめ、その実践について説明します。これらは最

重要の項目たちです。

◆リスペクト／アサーション

◆プライバシー

◆コンタクト（演技外／演技内）

★現場での実践１ チェック・イン／チェック・アウト

★現場での実践２ ストップ・ルール

★現場での実践３ ふたつのブレーキ

以下、それぞれについて説明してまいります。
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私たちの方針

★リスペクト／アサーション

他者を尊重すること。これは単に侮辱的な態度、発言は許されないという意味

に留まらず、お互いの存在、とりわけその表現に対して最大限の尊重を約束す

るという原則です。

座組のどんな構成員に対してもリスペクトを持ちましょう。また、どんな個人

も自分へのリスペクトを要求する権利を持っていることを忘れずにいてくださ

い。このような自他を尊重する考え方をアサーションといいます。

かいつまんで言えば、他者に一方的に自己主張する（アグレッシブ）ように関

わるのでもなく、かといって自分の意見／感覚を抑え込む（ノンアサーティ

ブ）のでもなく、相手を尊重しながら自分の意見や感情を率直に伝える、とい

うスタンスのことをアサーティブな態度と言い、私たちはそれを推奨します。

冒頭に挙げた「Ｉメッセージ」もアサーティブな主張をする際に有効です。

たとえ下品な発言が多かったりミスが多かったりするなど、一見ネガティブに

思える要素を持っている個人がいたとしても、それでリスペクトを欠いて良い

理由にはなりません。言論の自由とは低劣な表現もいったんは飛び交う自由の

ことであり、表現の自由とは他者を困惑させるような表現が発せられる自由の

ことです。要するに他者の「自由」を「リスペクト」することは単に美しいこ

とではなく、個人にとって非常に不愉快な側面を孕んでいるのです。
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過激な表現と思われるかもしれませんが、「他者を決して傷つけない」ことは

座組の目的ではありません。座組の目的は「すばらしい作品を作ること」です。

私たちの創作活動には避けがたく、精神的・身体的に強い負荷がかかる瞬間が

存在します。人と人とが共同でひとつの事業に取組む以上、あらゆる摩擦をゼ

ロにすることは決してできません。だからこそ、その負荷が個人の許容量を超

えて「破壊」に至らないよう、私たちはいつでも立ち止まり、互いの状態を確

認し合えるルール／手続きを共有します。表現には妥協しませんが、そのため

のプロセスには徹底して安全を求めます。

座組の目的はリスクを越えてすばらしい作品を作り、それを観客に届けること

です。そのために芸術的な意思をお互いにリスペクトしてください。創作に夢

中になることは決して他者の尊厳を侵害し、人格を攻撃するようなハラスメン

トを容認することではありません。私たちは勇気をもって、リスクを覚悟して

活動を続けていきたいと思います。

※不当な要求を拒絶することもまた「リスペクト」の一環です。各人、不当な要求に

は屈しないこと。また、思わぬ拒絶にあった者もひとまずはそれを受け入れ、妥当な

道を模索すること。



私たちの方針

◆プライバシー

座組は芸術的な成果のために組織された集団です。したがって、集団内で

手にした個人情報（連絡先、居住地、出身地、すべての個人的エピソード

など）を外部に漏らすことは許されません。

また、集団内で構築した人間関係を個人的に、目的外に利用することは許

されません。

そこで、座組内で出会った人間関係で恋愛を開始する／しようとするなど、

座組によって得られた人間関係を公演終了以前に転用することを、可能な

限り控えていただけるよう強く要請させていただきます。加えて、稽古期

間中に座組内で出会った相手に他の仕事、現場の斡旋、勧誘を行うことは

原則として禁止いたします。本番前の期間は、あらゆる勧誘を非常に断り

づらく、その種のトラブルを監督していくことは座組の果たすべき仕事の

領域を超えているからです。

※稽古期間中に勧誘を行いたい場合は、必ず主催者側に承諾を得てから

行ってください。

前提として、座組は公演終了以前に開始される個人間の恋愛を推奨するこ

とも応援することも決してありません。ただ、恋愛に関しては基本的人権

に関わるため「禁止」と述べる権利が私にはありません。確かに、個人に

は恋愛をする自由があります。一方で、主催者やプロデューサーが作品の

ために準備し、作り上げた創作現場を恋愛関係のトラブルによって壊す権

利など誰にもありません。「場」を準備してくれた人間に対するリスペク

トを忘れないでください。もちろん、地位や権力勾配を利用した私的な関

係の強要、および座組の安全な環境・進行を害するような執拗なアプロー

チなどはハラスメントとして処罰の対象となります。

公演終了後に関しては各人自由に行動してください。ただし、終了後で

あっても何らかの問題が提起された場合には相談に応じ、必要な場合には

適切な対処をさせていただきます。

※犯罪行為への加担や、不倫関係の構築などの事案に関して刑事、民事の

訴えが提起された場合に私たちは沈黙しません。他者の不利益を誘発する

行為に対して私たちは秘匿、隠蔽に加担せず、しかるべき相手に適切な情

報を提供いたします。
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私たちの方針

◆プライバシー補足 SNSについて

共演者、スタッフを自身のSNSなどで公開する際には必ず事前に承諾を得てくだ

さい。ストーカー犯罪など各種のトラブルを呼び込む恐れがありますので、稽古

場所、活動場所が特定され得るSNSでの発信は厳禁です。演劇界ではハラスメン

ト問題に関するWeb上の「告発」がしばしば起きており、#MeToo運動など大き

な成果を生んだ事例も存在します。ただ、他方では収拾のつかない大炎上に発展

した結果、徹底的な信頼関係の破壊や、誹謗中傷による人権侵害を生み出してき

たことも事実です。残念ながら命を落とした方も複数おられます。そのことを最

大限に重く見て私たちは問題発生時にはまず、

①内部による相談、次に

②外部通報、そして、

③刑事告訴、民事訴訟を模索／提案し、

④ Webによる問題提起、という順序にすることを推奨します。

Webによる問題提起がなされた場合、様々な関係者を巻き込んでそれぞれの立場

を守る「戦い」が始まってしまい、多くの場合、調停者のいないネット空間での

やりとりは収拾がつかなくなって話し合いの回路が閉ざされます。もちろん、

Webによる告発という最終手段そのものを否定することはありませんが、あくま

で最後の選択肢とすることを推奨いたします。

身体接触に関しては演技外であっても細心の注意を払い、可能な限り事前に承諾

を得て行ってください。それは、言語における強い表現においても同様です。

俳優同士のマッサージやストレッチ補助などはセクハラ事案が発生しやすい場面

です。密室や稽古場の死角で行わず、くれぐれも本人の意思に反して行わないよ

うにしてください。

また、稽古・公演期間中に二人きりでの会食の機会を設けることを可能な限り控

えていただけるよう強く要請します。同性であれ、異性であれ関係ありません。

自主稽古を少人数で行う際には、座組内の第三者と情報共有をし、相互の合意に

基づいてのみ行うこととしてください。

※ただし、稽古開始以前から二人きりで会食する関係性を持っている方々に対し

てはこの規則は適用されません。

私たちは、先輩／上司が時間外の稽古に誘うことそれ自体をハラスメントとは見

なしません。誰であれ誘う権利も、断る権利も有しています。ただし、優越的な

立場にある方は、権力勾配に注意を払って行動してください。断りづらい要請が

生じている際にはすぐにコンプライアンス委員にご相談ください。
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◆コンタクト（演技外）



私たちの方針

★コンタクト（演技内）

③ 不意打ち接触の排除

台本・段取りにない接触については、座組共通の「基本ゾーン」を稽古初日に

全員で確認し、合意しておきます。基本ゾーンの外──特に脚部、胴体、顔、

頭部、首への予定外の接触は、相手が誰であっても原則として認めません。

※個人ごとのNGを全員が記憶し合うシステムは、どこかで破綻する危険が高

いため、誰の個人情報も知らないままで安全が成立することを目指します。

■ 即興について

即興性は演技の中核であり、私たちはそれを制限しません。ただし、即興とし

て行える身体接触は基本ゾーンの内側までです。ゾーン外への接触は必ず段取

りを決めてから行ってください。

相手が不快を感じる範囲は人によって異なり、外からは見えません。安心して

思い切った表現をするためにこそ、越えてはならない一線を決めておくのです。

このルールによって触れられる側だけでなく、触れる側も「加害の危険」から

守られます。この原則を実際の稽古場でどう運用するか、接触の度合いを『３

つのレベル』に分けた図を後掲しますのでそちらもご参照ください。
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演技内の身体接触について、私たちは国際的なインティマシー・コーディネー

ションの共通原則──①事前合意、②接触の振付化、③不意打ち接触の排除、

④同意の随時撤回──を座組全体の原則とします。以下のルールで身体の段

取りを固めるのは、俳優が「境界を越えてしまう不安」から解放され、その上

で安心して演じられるようにするためです。

① 事前合意／④ 同意の随時撤回

接触・露出に関する個別の希望は配役確定前に確認します。口頭または書面に

よる合意があったとしても、事前合意は最終的なものではありません。常に、

その場での拒否・撤回が優先します。ただしこれは「その場の身体的行為を止

める」という意味であり、それに伴う段取りの変更・代替手段・配役や契約上

の対応については別途取り決めることとします。※①については「事前開示」

の項で後述。

② 接触の振付化（段取りの徹底）

演出上必要な接触は「技術と段取り」として構築します（現場での実践２参

照）。一度固定した段取りの変更には、再度の合意が必要です。転倒した人を

助け起こすなどの緊急対応はこの限りではありませんが、事後にひと言の確認

をしてください。



LEVEL 1

基本ゾーン
(日常的な接触)

肩や肘から先への短時間の接触など

社会通念上も自然に行われる身体接

触。

特別な合意手続きは不要であり、即

興での演技（アドリブ）が許可され

る範囲。俳優の自由な表現と安全性

が両立するゾーンです。

LEVEL 2

基本ゾーン外
(段取り化が必須)

脚部、胴体、顔、頭部、首などへの

接触。ハグ、ビンタ、取っ組み合い

などの激しい動き。

インティマシーではありませんが、

即興は厳禁。事前に必ず「技術と段

取り（振付）」として固定し、俳優

間の合意を取る必要があります。

LEVEL 3

インティマシー
(親密・性的な表現)

キス、擬似的な性行為、肌の過度な

露出を伴うシーンなど、極めてセン

シティブな表現。

稽古のその場ではなく、事前のプラ

ン段階で、第三者がいる環境での合

意手続きが必須です。専門家（IC）

の導入が推奨される領域です。

演技内における身体接触の「３つのレベル」
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※ この境界線は絶対的なものではなく、演目上の必要に応じて座組の合意で調整できます。ただし、多数決によって少数者の受忍を強いることはできません。線をどこに引いても個人の

拒否はいつでも成立し、全体の合意を受け入れがたい人には個別の段取り化・代替を適用します。



私たちの方針

◆事前開示──「当然」こそ、先に言う

出演・参加のオファー時に、主催者は原則として作品内の想定を口頭、または

書面で開示します。ただし、露出や親密な接触に関わる事項については、後の認

識のずれを防ぐためにも記録の残る形での開示を推奨します。

接触：接触の多い場面の見込み（殺陣、抱擁、密着等）

露出：想定される露出の上限

被覆：タトゥー・ピアス・髪型等の処理をお願いする可能性

※上記に支障のある事情──医療上、宗教上、アイデンティティに関わるものを含む

──がありましたら契約前に伝えてください。理由の説明は不要です。

あらゆる事態を予見したリストは誰にも作れません。私たちにできるのは

以下の３つです。

①「当然」「常識」と思っていることを文字にする。

②例外の申告を本人にお願いする。

③不測の事態が生じた際は、作業を止めて協議する。協議が合意に至らな

い場合に誰がどのように方針を決めるのかを、契約時に取り決めておく。

例：事務所関係者などの第三者を交えた協議、舞台監督に一任する、コン

プライアンス委員会で結論を下す、など。

確認書は原則としてオファー段階でお渡しし、配役確定前にご提出いただきます。接

触・露出に関する個別の希望は、口頭・書面いずれの形であれ、配役確定前に確認

します。

■ LEVEL 3（親密・性的な表現）の合意形成

プランを思いついた段階でできるだけ早く、どのような演技を求めるのか

を具体的に説明します。その際、断る権利があることを言葉にして伝え、

二人きりの場ではなく、第三者のいる場（または同席を選べる形）で相談

します。

■当て書きと、個人的経験の作品化について

俳優個人の経歴、実体験、身体的特徴、公表していない属性などを役柄や

台本に取り込む場合は、必ず事前に話し合い、明確な同意を得ます。稽古

が進む中で当初の合意範囲を越えそうになった場合は、その都度、合意を

取り直します。明確に拒否された内容は作品に取り入れず、削除します。

当て書きは私たちの創作の大切な方法です。しかしそれは作家と俳優の協

力の上に成立するものであり、俳優の望まない秘密の暴露（アウティング

を含む）は許されません。※俳優の訴えが常に最優先ではなく、劇作家の

表現の自由や著作権も考慮に入れた上で協議を行いましょう。
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◆スケジュールは「後出し」にしない──参加者側の事前開示

主催者が事前開示する義務を負うのと同じく、参加者もまた、稽古・

本番のスケジュールに関わる事情を事前に開示する義務を負います。

■事前に、すべて申告する

オファー・契約の段階で、すでに決まっている他の欠席予定・稼働不

可の日時を分かっている限りすべて申告してください。契約後に当該

公演に影響する別のスケジュールをなし崩し的に報告すれば、その前

提が崩れ、契約の解除や見直しの対象となり得ます。

■確定した予定は約束として守る

確定したスケジュールは双方の約束です。既定の稽古時間に別の仕事

を入れたい場合は必ず事前に主催者と相談をし、了承を得てから変更

してください。主催者には、確定済みのスケジュールの履行を求める

権利があります。
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■参加者側の責任

無申告の欠席やダブル・ブッキングは、契約上の不履行として扱われ

ます。口頭での謝罪だけでなく、代替稽古の設定や負担に応じた調整

など、具体的な形で責任を果たしていただく場合があります。正当な

理由なく一方的に降板・不参加を決めた場合は、重大な契約不履行と

して、損害賠償請求の対象となることもあります。

■必ず守られること

病気・家族の事情、ハラスメント被害、安全上の懸念など、正当な事

由による離脱・欠席は、上記のいずれの責任も問われません。損害賠

償の対象にも、その他いかなる不利益な扱いの対象にもなりません

（安全配慮義務の対象）。

★「開示は双方向」――主催者が「当然」を先に言う義務を負うのと

同じく、参加者も「当然」を申告する義務を負う。それが対等な座組

の前提です。一方通行の道徳要求は不公平感を生み、対等な関係を歪

めてしまいます。公正な相互義務だけが共同体を持続させるのです。

私たちの方針



私たちの方針

★現場での実践１：チェック・イン／チェック・アウト

■チェック・イン（稽古開始時）

その日の身体的・心理的な状態を、評価や説明を求めずひと言で場に置

く時間です。「今日は身体が重い」「集中力が低い」「絶好調です」な

ど、円になって一人十数秒から数十秒程度で一巡する形が基本になりま

す。※時間を短縮したいならハンドサインで指一本から五本で調子の良

さを表現する方法もあります。

目的

ひとつは、その日のコンディションを座組全体が把握し、演出側が要求

の強度を調整する判断材料とすること。もうひとつは、「不調を言葉に

してよい場である」という空気を毎回作り直すことです。これはストッ

プ・ルールが機能するための前提条件でもあります。不調を口にする習

慣がない場で、いきなりストップをかけるのは難易度が高いからです。

■チェック・アウト（稽古終了時）

稽古場で起きたことの心身への影響を確認し、現実の生活に戻る前に切

り替える時間です。特に親密な場面や激しい身体表現、ハラスメント

テーマを扱うシーンの稽古後には重要性が増します。「今日のシーンで

何か残っているものはないか」を一人ずつ簡潔に共有し、必要があれば

個別に話す時間を設けます。

★進行上の注意

ファシリテーター（演出・舞台監督等）は発言を評価・解釈・反論しな

いこと。沈黙や「特にない」も有効な回答として受け止めること。長時

間化を避けるため、一人当たりの時間を事前に共有しておくこと。

※チェック・インで「調子が悪い」と共有することは、稽古や本番の質

を落とす言い訳ではありません。状態を隠したまま無理をすることの方

が、事故やハラスメントのリスクを高めます。
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★現場での実践２：ストップ・ルール

※この『技術と段取り』は、四原則②「接触の振付化」の稽古場での実装です（IDI『The Pillars』、SAG-AFTRA基準参照）

■「役」と「個人」を切り離す時間の確保

たとえば、『オセロー』のラストの絞殺シーンのような高負荷な場面の稽

古を複数回行う状況があったとしましょう。その際、演出家が「今の首の

絞め方はもっとこうして」と役柄／演技にまつわる指示を出し続けるだけ

でなく、「今の負荷はどう？ もう1回いける？」と俳優個人／身体状況に

質問するフェーズを意識的に挟みます。

■感情論ではなく「段取り」としての構築

暴力行為や親密な身体接触を描くシーンにおいて、感情のたかぶりやその

場のノリ、勢いなどで乗り切ろうとするとコントロールを失い、「本当の

暴力」に近づいてしまいます。身体接触に際しては、どこをどう掴むか、

どこに力点を置くかという徹底した「技術と段取り」として稽古を進める

ことで、安全性と反復可能性を担保します。

■ストップ・ルールの機能

俳優が限界を感じた時に自らそれを伝えるのは難しいものです。そこで

俳優たちが演出家に不機嫌になられたり、「プロ意識が足りない」など

と評価されたりする恐怖なしに、「ちょっと待ってください」「今日は

ここまでにしましょう」と言える稽古場を作る必要があります。まずは

そういった権利を自分が持っている事実を俳優は確認してください。

実際に稽古が進行している中で、それを止める発言をするのは難しい場

合もありますから、無言で挙手をするなど、ストップのジェスチャーを

決めておくことが有効です。今日、この場でそのジェスチャーの練習を

みんなで行いましょう。稽古は絶対にそこで止まります。万が一、演出

家が続行しようとしたら、誰でも良いので「ルールで決めたはずです」

と指摘してください。

個人の正義観や思いやりは大切なものですが、実は容易に「作品のた

め」という「より強い正義」に退けられてしまいます。そこで「規則を

守る」という無機質でクールな理由を用いて、あくまでシステムに則っ

てアサーティブな態度で秩序を守っていくことを心がけてください。
18

私たちの方針



私たちの方針

★現場での実践３：エスカレートを止めるふたつのブレーキ（1/2）
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■ブレーキ１：「俳優自身」によるサイドブレーキ。

『オセロー』の例で言えば、ブレーキを握るべき第一の人間は「絞殺

されるデズデモーナ役の俳優」、そして「絞殺するオセロー役の俳

優」です。演出家が「もっとリアルに！」などとアクセルを踏み込ん

だ時、実際に身体的・精神的な限界をもっともよく察知できるのは当

事者でしょう。

だからこそ演出家は、「たとえ私がアクセルを全力で踏もうとも、あ

なたたちが『ストップ』と言えばいつでも必ず車は止まる」という強

力なサイドブレーキの権限を俳優に委譲しておく必要があります。俳

優もその自覚を持って稽古に臨んでください。ただし、これは「いつ

でも、どんな理由でも俳優の都合で稽古を止められる」という意味で

はありません。あくまで非常ブレーキの話です。

また、「作品のクオリティのためにはこれぐらい我慢しなきゃ」など

と俳優が思い詰めてしまう前に、役を離れた俳優同士で「今のは、

ちょっと強すぎたから次はこれぐらいにしてもらえない？」と調整し

合える関係性を確保しましょう。また、誰かの思いやりに期待するの

ではなく、自分の限界を自分で見極めることにも責任を持ちましょう。

多くの俳優は共演者に対して「あなたはもう限界でしょ？」とはなか

なか言えません。その言葉が相手の芸術的な追求の邪魔になることを

恐れるからです。

※誰であれブレーキをかけた当人、またはかけた行為に対して不利益な扱いを

してはなりません。



私たちの方針

★現場での実践３：エスカレートを止めるふたつのブレーキ（2/2）
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演出家以外の人間が、「時間」や「空間の物理的な安全性」、「場の

空気」を管理することでブレーキを機能させます。演出家最大の仕事

は「作品の質を高める」ことに他なりません。したがって、表現の追

求に没頭している時に演出家は自分でブレーキを踏むことが大変困難

になります。加えて、稽古場にいる誰であれ、熱中している演出家に

対して待ったをかけるのはとても勇気がいるでしょう。

そこで「予定時間を過ぎているので、ちょっと休憩したいです」とか、

「少しヒートアップしているように見えるので、一呼吸置きましょ

う」などと、「進行上の理由」や「客観的な事実」を理由に稽古を止

める権限を演出家以外の人物が持っていてください。

演出家の側は、「自分が熱くなっていたら、あなた（たち）が強制的

に稽古を止めてほしい。その決定には必ず従う」と、決めておくので

す。ブレーキがかかったら「一度五分休憩を入れる／短い水分補給を

挟む／換気をする」などと対処をあらかじめ確定させておきます。こ

の約束を守り続けることによってブレーキがしっかり機能する稽古場

を作りましょう。とにかく、休憩の効果は絶大です。危ないな、と感

じた時にはとりあえずブレーキで間違いありません。

※ここでいう「停止」はあくまで安全確保のための措置です。ストッ

プをかけられた当事者が倫理的に悪いことをしたと決まったわけでは

ありません。稽古の停止は無条件に尊重されますが、その事案がハラ

スメントに該当するかどうかは、停止とは切り分けて事後に客観的基

準に基づき判断されます。

■ブレーキ２：演出助手や舞台監督、制作、あるいは出演していない俳優たちがエスカレートを制御する。



私たちの方針

◆心理的安全性

心理的安全性とは、単に「安心だなあ」「危険がないなあ」と感じる

状況のことではありません。むしろ、

「チームの中で対人関係におけるリスクをとっても大丈夫だ、という

チームメンバーに共有される信念のこと」

こそが心理的安全性という言葉の本来の定義です（エイミー・C・エ

ドモンドソン教授の定義に拠る）。

失敗をゼロにしようと神経質になる必要はありません。チャレンジで

きる環境を一緒に作っていきましょう。ここでは、心理的安全性確保

のための四要素について少しだけ触れておきます。

■話助挑新（わじょちょうしん）がポイント

①話しやすさ

「何を言っても大丈夫」

②助け合い

「困った時はお互い様」

③挑戦

「とりあえずやってみよう」

④新奇歓迎

「異能、どんとこい」

参考：『心理的安全性のつくりかた』石井遼介著
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問題発生時の対応

◆問題対処の基本方針

■ 人と人が関わる限りハラスメントがゼロになることはな

い。社会生活についてくるもの。

■ ハラスメントを悪魔化しない。誰にでも、どこでも、い

つでも起きうる問題として考える。

■ 傍観者から関与者へ。

どれほど善意で人と接していたとしても、受け手がそれを悪意と受け

取ってしまうことはありますし、その逆に周囲からはハラスメントに

見えても当人同士は「信頼関係に基づいた必要なやりとり」と感じて

いる場合もあるでしょう。

コミュニケーションにおいて理解の齟齬がゼロになることはありませ

ん。勘違い、八つ当たり、経験の差、「常識」の違い、信仰／世代間

／文化間のズレ、本人の体調、個人的な事情によっても他者を害する

行動を取ってしまう場合があるでしょう。

ハラスメントにはグレーゾーンが多く、行為者／加害者の側にその自

覚や悪意がまったく存在しない場合も多くあります。それを自覚して

もらうためには丁寧な話し合いのプロセスが必須です。批判を受けた

人は、しんどい場面にはなるでしょうがどうか忍耐強く、話し合いを

継続することにご協力ください。批判を受けたことに驚いて「私はそ

んな人間じゃない！」と否認、反発してしまわないようすべての人に

心の準備が必要です。
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問題発生時の対応

★ハラスメントを悪魔化しない

ハラスメントを避けることは決定的に重要ですし、意図的な加害行為を憎

む感情も時には必要でしょう。しかし、ハラスメントを悪魔の所業のよう

に考えてしまえば、自分や自分の親しい人が加害者になった際に否認を誘

発することに繋がり、対応を誤ります。「そんな悪いことをする人ではな

い」などと。そこで、ハラスメントは誰にでも、どこでも、いつでも起き

うることとして考えてみてください。なんだったら、つねにすでに、起き

ているものと考えても良いぐらいです。

ほとんどの人間は心の底では自分のことを「善人」だと考えているので、

ハラスメントを極端に悪い行動と見なせば否認が強化されます。自分もい

つだって加害者になり得るという前提で行動し、小さな問題、グレーな段

階でトラブルの芽を摘んでいくことを意識しましょう。

ハラスメントはスピード違反と似たところがあります。制限速度を２キロ

超える程度の違反ならよくあることとして見逃してしまうかもしれません

が、１０キロ、２０キロとスピード超過がエスカレートすれば死亡事故に

も至ります。長時間の運転や、睡眠不足が事故の発生率を上げる点もよく

似ています。

飲酒運転の厳罰化がここ数十年で進んだように、私たちは今、新しい基準

でハラスメントに対応する必要に迫られています。すべての参加者がハラ

スメントについての知識を深め、ハラスメント行為を悪魔化せず、冷静に

是正していける現場を目指しましょう。ハラスメントへの注意喚起は多け

れば多いほど良い現場、というわけではありません。この研修を含め、ハ

ラスメントの話題自体がストレスを生じさせますので必要に応じて問題提

起していきましょう。目指すべき心理状態は「いつでもハラスメントの心

配をしている」ではなく、「ハラスメントのことを忘れて創作に集中でき

ている」です。
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★補足： 笑いは、救いにもなる

いじりや自虐のすべてを禁じるわけではありません。自虐や皮肉、信頼関

係の中で交わされるブラック・ジョークは時に緊張をほぐし、本人にとっ

て救いや誇りにさえなります。演劇は、そういった言葉を含めた豊かな表

現が許される場でもあります。線引きは「誰が決めるか」です。自虐は本

人が選ぶもので、他者が誰かの属性を笑いの道具にしてよいわけではあり

ません。受け手がいつでも「やめて」と言え、それが尊重される関係の中

でだけ笑いは救いになるのではないでしょうか。



問題発生時の対応

★傍観者から関与者へ

多数のメンバーがその場にいて「誰も助けてくれない」という事態は、

チーム全体への信頼を揺るがし、心理的安全性を脅かします。

誰かが被害にあっているかもしれないという疑いを持ったら、まずは被害

当事者にそのことを伝え、思いや考え、気持ちを聞いてみることもひとつ

の方法です。

思いを伝えるとき、気持ちを聞いてみるときには二次被害（後述）に気を

つけましょう。 「大事になってしまった」ということが被害者を傷つける

場合もありますし、当事者間でうまくいってる問題に第三者が関与してか

えってこじれてしまうこともあります。あくまで被害当事者の意向を最大

限に尊重しつつ、勇気と慎重さをもって関与してください。

基本的にはハラスメント対応の窓口に相談するかどうかは当事者の自己決

定に任せ、秘密を守ってください。

ただし、明らかに相談が必要な事態が生じていると判断した場合には同意

が取れていなくても窓口に連絡してください。特に身体的な暴力行為、明

白な犯罪行為、放置すれば他のメンバーにも危害が及ぶと想定される場合

などは必ず監督者へ通報する義務があると考えてください。さまざまな理

由から当事者が冷静な判断をくだせないこともありますので、周囲が判断

を放棄しないことが大切です。

■ なるべく窓口に相談をすること。穏やかな話し合いで済むことも多い

ので、軽い問題でもご相談ください。

■ その人が話せる以上には聞かないようにしてください。無理に聞き出

そうとせず傾聴に徹すること。問題提起を第三者が強いないこと。

■ 被害を受けた、または目撃した場合は、可能な範囲で記録を残してく

ださい。記録の形式としては、録音・動画、行為の直後に書いた詳細な

メモ（いつ・どこで・誰に・何をされたか）、傷や破損物の日付入り写

真などが有効です。信頼できる第三者にメール等で即時に共有しておく

と、時間の記録が残り、後に証言として機能します。

※隠蔽に加担すること、させることは絶対にしないでください。
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問題発生時の対応

★善意が人を傷つける──二次被害を防ぐ

被害を打ち明けられたとき、善意からの言葉が本人をさらに傷つけるこ

とがあります。以下は避けたい応答の代表例です。誰もが口にしがちな

言葉だからこそ、先に知っておいてほしいのです。

※以下の項目は音読しない／させないでください。例示であっても大き

なストレスになる可能性があります。

・被害者に原因を帰す──「気にしすぎだよ」「真面目に受け取りす

ぎ」「あなたにも隙があったんじゃない？」

・被害の矮小化──「それくらい普通だよ」「もっとひどい人もいる」

「忘れた方がいいよ」

・行為者の一方的な擁護──「あの人がそんなことするとは思えない」

「私にはそんなことしないけどな」「悪い人じゃないんだよ」

・訴えの抑圧──「大事にしない方がいい」「公になれば公演ができな

くなる」「なんで今頃言うの？」「その言い方はよくない」

・寛容の強要──「あの人にも将来があるんだから許してあげなよ」

「事情を分かってあげて」

迷ったら、評価も判断もせず「話してくれてありがとう。どうしたいか

一緒に考えたい」といった態度に留めておくのが安全です。聞き手が事

実を判定する必要はありません。然るべき手続きに委ねてください。

■行為を指摘された方へ

まず、被害を訴えた方の意思を尊重してください。身に覚えがない、理

不尽だと感じたとしても、訴えの受け止めと事実の検証には誠実に協力

してください。検証を恐れる必要はありません。推定無罪の原則はあな

たを守ります。

謝罪したい気持ちになっても、相手が望んでいない段階での直接の連

絡・接触・訪問は控えてください。さらなる被害を生みかねません。謝

罪や説明、話し合いは必ず窓口や第三者を介し、相手の同意を得た形で

行ってください。
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問題発生時の対応

◆コンプライアンス委員の運用と、段階的な解決スキーム（３つの矢）（1/2）

■【一の矢】匿名アラート（直接の気づき）

委員は相談者（通報者）を完全に伏せた上で「座組内であなたの言動にこ

のような懸念が出ている」という事実のみを、責任者（演出家／プロ

デューサー等）へ直接テキスト等で転送します。大問題になる前のグレー

な段階で、行為者自身が行動を改め、軌道修正を図ります。この際、責任

者が通報者を特定しようとすることは絶対に禁止します。

■【二の矢】第三極への特例転送（内部のブレーキ）

一の矢で改善が見られない場合、または委員が事案の性質上直接伝えにく

いと判断した場合、委員はあらかじめ指定された責任者に対して対等に意

見できる「第三極（舞台監督や制作トップ、リーダー格の俳優など）」へ

情報を転送します。第三極から責任者に対して客観的な協議・是正を求め、

内部の力学で安全を取り戻します。

■【三の矢】外部窓口へのエスカレーション（最終手段）

二の矢でも解決しない場合、または初期段階から事案が内部処理の限界を

超えていると判断される場合は、外部の専門機関（「外部相談窓口の例」

参照）へ速やかに通報・相談を行います。

■コンプライアンス委員の役割

委員の役割は「受付と転送」のみと限定し、トラブルの「解決」を

担う存在とはしません。ヒアリング、事実関係の調査、当事者間の

仲裁などはそれ自体カウンセリング領域の知識が必要とされる、専

門家が担当すべき業務だからです。したがって委員は価値判断を一

切行わずに相談内容を受け止め、決められたルートへ「転送」する

役割に徹します。これにより委員自身の心理的・実務的負担を軽減

し、座組内で安全に、そしてスピーディに窓口が機能する体制を維

持します。

■段階的な解決スキーム（３つの矢）

特に、権力構造のトップにいる主催者・演出家に問題が生じた場合、

委員が板挟みになることを防ぐため、以下の段階的なアプローチで

自浄作用を働かせます。
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問題発生時の対応

◆コンプライアンス委員の運用と、段階的な解決スキーム（３つの矢）（2/2）

■コンプライアンス委員の安全を誰が守るのか？

先述のように委員は座組において重大な責務を負う役職です。時に委員は、

大企業であれば法務の専門家が担うような職務を担当することになります

が、多くの場合、演劇の現場でその種の役割の方に満足な報酬を払えない

のが現状ではないでしょうか。多くの責任を負う薄給の、ともすれば無報

酬の仕事を誰が好んでやりたがるでしょうか？

座組においてコンプライアンスを遵守し、ハラスメントに対して最終責任

を負う人物の責任は日毎に大きくなっています。しかし、その報酬はそれ

に見合うものとなっていないのが現実です。そこで、すべての座組のみな

さんにお願いしたいのは、そのようなハイリスク・ローリターンの業務を

引き受けてくれたメンバーへのリスペクトです。事件が起きた時にすべて

の責任をなすりつけるような態度で座組のメンバーが臨んでいれば、その

人は二度と委員になどなりたがらないでしょう。特に潤沢な資金のない小

規模公演においては、みんなで責任を持つというマインドをどうか忘れず

にいてください。

■権利の担保と、現実的なお願い

参加者は、事案の重大性や緊急性を自ら判断し、最初から一気に

「三の矢（外部窓口）」を利用する絶対的な権利を持っています。

また、委員を介さず直接外部へ相談したことを理由に、いかなる不

利益な扱いも受けません。

ただし、当然ながら外部機関の目的は「作品の成功」ではなく「ハ

ラスメント問題の確実な解決」ですから、介入が始まれば、ハラス

メントの真偽にかかわらず座組全体に大きな影響を与える可能性が

出てきます。結果の重大さを恐れて問題の発覚が遅れることはぜひ

とも避けなければなりません。早急な解決のためにも軽微なハラス

メント疑いの場合には、まず内部での解決（一の矢・二の矢）を優

先し、その後に外部への通報というプロセスを踏むことを推奨いた

します。言うまでもありませんが、重大事案と判断される場合には、

躊躇なく最初から外部通報の道を選んでください。たとえ公演が中

止されることになろうとも、重大なハラスメント事案を放置するこ

とは許されません。
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問題発生時の対応

★実際の通報スキーム

以下の通報スキームは例示であって絶対的なものではありません。

個別の事例に応じてそれぞれふさわしい対応を取りますが、ガイドとして基本形を提示します。

1 ハラスメントを見聞きした人が、友人・知人間で相談をする。

（省いて良い、あるいは２のあとでも良い）

2 被害当事者に確認を取る。

3
被害当事者の意向に沿って、（暴力、犯罪行為など重大事案

の場合は本人の意向に背いても）、コンプライアンス委員に

相談する。委員は次のいずれかの対応を取る。

4
通常事案 → 主催者へ転送。

主催者に関する事案 → 主催者への匿名アラート（一の矢）

または → 第三極（二の矢）へ転送。

重大事案 → 外部相談窓口（三の矢）への連絡をサポート。

5
転送を受けた「対応責任者（主催者、または第三極）」が、

相談者／被害者から詳細を聞き取ります。

6
その後、相談者の安全を確保し、同意を得た上で、行為者／

加害者からも事情を聴取します。

7
対応責任者の仲介のもと、事態の収拾に向けた対話・協議を

行います。（※相談者の意向や心身の負担を考慮し、当事者同士の直

接の話し合いを避けることも推奨されます）

8
事案が重大である場合は双方の関係団体・関係者へも報告・

相談し、対応責任者が処罰や解決策を決定・提示します。

9
解決策の提示で終わりにせず、対応責任者と座組全体で再発

防止策を講じます。
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問題発生時の対応

★内部通報と外部通報

本資料では問題発生時にまず内部相談を推奨し、Web上での告発を最終手

段としています。しかし、内部解決の優先が権力を持つ側に有利に機能す

るリスクもあります。そこで、以下の権利を明記します。

1. 内部の相談窓口を利用したにもかかわらず、合理的な期間内に何らの

対応もなされない場合、相談者は外部窓口に相談する権利を有します。

2. 相談内容が握りつぶされた、または相談したことによって不利益を

被ったと感じた場合、相談者はただちに外部機関に相談する権利を有

します。

3. コンプライアンス委員自身が加害者である場合、または加害者と委員

すべてが密接な関係にある場合、相談者は内部手続きを経ずに直接外

部機関に相談できます。

4. 上記のいずれの場合においても、外部に相談したことを理由に座組内

で不利益な扱いを受けることはありません。

◆外部相談窓口の例

◎舞台芸術関係者向け性暴力・ハラスメント相談窓口リスト

https://harassmentmadoguch.wixsite.com/list

◎ハラスメント悩み相談室（厚生労働省）

◎みんなの人権110番（法務省）

◎女性の人権ホットライン（法務省）

◎虹色ダイバーシティ電話相談リスト（LGBTQ関連）

◎フリーランス・トラブル110番（第二東京弁護士会／厚労省委託）──契約・未払い・

ハラスメント。弁護士対応、無料・匿名可

◎東京芸術文化相談サポートセンター「アートノト」 芸術分野の総合相談。（東京都）

◎文化・芸能業界のこころのサポートセンター MeBuKi オンライン心理相談

◎性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター（内閣府）＃8891──医

療・カウンセリング・法律相談に連携

◎性暴力SNS相談「Cure time」（内閣府）──チャット相談、毎日17〜21時

◎性犯罪被害相談電話（警察）＃8103──24時間対応

◎こころの耳（厚労省）──メンタルヘルス相談。雇用関係がなくても利用可

◎芸能従事者こころの119（日本芸能従事者協会）──臨床心理士対応

◎法テラス──弁護士による無料法律相談（回数制限あり）

※最新の情報は各サイトでご確認ください。
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コンプライアンス委員の名簿・職責

ハラスメント対応の内部相談窓口（責任者）

氏名：

連絡先：

コンプライアンス委員

氏名：

連絡先：

氏名：

連絡先：

氏名：

連絡先：

※本ページの空欄は、公演ごとに記入するための様式です。コンプライアンス委員は公演ご

とに選任し、稽古初日までに座組全体へ周知します。

選任：委員のうち少なくとも１名は、出演者・スタッフ側の互選または推薦により選びます。

職務：委員の職務は「受付と転送」に限ります。相談を受けたら、聞き取り・助言・調査は

行わず、記録して所定の経路（主催者または外部窓口）へ回すところまでです。理由やエピ

ソードを聞く必要はありません（「問題発生時の対応」参照）。

免責：委員は、対応の結果について個人として責任を負いません。責任はすべて主催者に帰

属します。

手当：委員には一公演あたり＿＿＿＿円の手当をお支払いします。

全員辞退の場合：委員のなり手がない公演では、「本公演の相談経路は主催者および外部窓

口のみです」と本資料および確認書に明記した上で運用します。
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ハラスメント防止ガイドライン確認書

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ における ハラスメント防止について

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿は、創作現場におけるすべてのハラスメントが防止されることを目指します。ハラスメントは心身に対する暴

力であり、創作現場で保障されるべき安全と尊厳を侵すものです。本研修資料に基づき、ハラスメントの防止に努めるとともに、問題

が生じた際には本資料に記載された手続きに従い、誠実に対応いたします。

記入日： 年 月 日

公演名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

署 名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

※本確認書は座組参加時に全員にご記入いただきます。本ガイドラインの遵守は業務委託契約の不可欠な条件であり、違反は契約の解除事由と

なり得ます。署名の有無にかかわらず、本ガイドラインは座組参加者すべてに適用されます。
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